
４
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
が
２
月
28

日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
、
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
と
碧
水
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

立
体
・
書
・
平
面
・
工
芸
・
写
真
の
５
部
門

に
、
市
内
外
か
ら
２
７
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
に
よ
り
入
選
し
た
２
６
３
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
多
彩
な
作
品
が
館
内
を
彩
り
、
来

場
し
た
人
た
ち
は
、
時
が
た
つ
の
も
忘
れ
て
力

作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
各
部
門
の
甲
賀
市

長
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）
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地元の食材は地域の誇り

　農山漁村地域で育まれていたすばらしい技術や知
識を持った人を認定する「農の匠」、活力ある地域作り
のため、農業のあらゆる分野で活躍されています。
　農産加工、郷土料理の匠として活躍される福永昭子
さんは、地元
食材を使った
料理の開発や
講習など、地
元食材の普及
のため様々な
活動を展開さ
れています。
　「地元の食
材は安全で安心、そして地域の誇りです。そんな食材
の良さをもっと知ってもらいたいです。」と話す福永
さんの食育の活動は、約20年にも及びます。
　甲賀の貴重な食文化を継承する地域に根ざした料
理本として、平成４年から今までに５巻が発刊された
「ふるさと甲賀七彩(いろ)ものがたり」、地元食材の歴
史や栽培方法、レシピなどが詳しく書かれています。
福永さんは当初からこの本の編成に関わり、現在「ふ
るさと甲賀七彩ものがたり研究会」の会長でもありま
す。
　そのグループの活動として、３月には土山地域の保
育園児に、地元産のお茶、いちご、牛乳を使った「チャ
チャゼリー」をプレゼント、小さい時から地元の食材
に触れることは大切なことと、約15年前から続いて
います。
　農業以外の分野でも積極的にボランティア活動を
され、大忙しの毎日だそうですが、「いろんな方面で活
動するといろんな方と知り合いになることができま
す。人とのふれあいや相手の喜ぶ顔が私自身のパワー
になります。つらいと思ったら続きません、無理をし
ないで人とのふれあいを楽しんでいきたいです。」と
むしろ忙しい日々を楽しむ福永さん。忙しい日々はま
だまだ続きそうです。

GENKI na MACHIKADO

〜
第
４
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
〜

多
彩
な
作
品
集
ま
る

第

農
の
匠

福ふ
く
な
が永 

昭あ

き

こ子
さ
ん

（
土
山
町
北
土
山
）

感謝と希望を胸に

～市内小中学校で卒業式～

内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
小
学
校
で
は
９
９
５
名
の
児

童
が
、
中
学
校
で
は
９
４
８
名
の
生
徒
が

友
達
と
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。
甲
南
中
学
校
の
卒
業
式

に
は
中
嶋
市
長
が
出
席
、
旅
立
ち
を
祝
い

ま
し
た
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
友
達
や
学
校
と
別
れ
る

の
は
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
卒
業
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
新
し
い
世
界
で
輝
か
し
い
未

来
が
待
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
過
ご
し
て

き
た
学
校
生
活
で
得
た
大
切
な
も
の
を
活

か
し
、
こ
れ
か
ら
光
り
輝
く
未
来
に
向
け

て
、
努
力
を
積
み
重
ね
羽
ば
た
い
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市

〜
び
わ
こ
京
阪
奈
線（
仮
称
）鉄
道
建
設
期
成
同
盟
会
〜

児
童
デ
ザ
イ
ン
の
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
、鉄
道
を
走
る

江
鉄
道
と
信
楽
高
原
鐵
道
の
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
募
集
で
、
貴

生
川
小
学
校
５
年
生
の
杉す

ぎ
や
ま山
桂け

い

さ
ん
の
作

品
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
集
は
、
県
内
小
学
５
、６
年
生
を

対
象
と
し
て
、
鉄
道
に
親
し
み
沿
線
地
域

の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
を
高
め
利
用
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
。
応
募
総
数
２
１
４
点
の
中
か
ら

杉
山
さ
ん
の
作
品
ほ
か
４
点
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
２
月
28
日
に
近
江
鉄
道
の
八
日

市
駅
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
電
車
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を

イ
メ
ー
ジ

し
て
描
か

れ
た
こ
れ

ら
の
作
品

は
、
近
江

鉄
道
お
よ

び
信
楽
高

原
鐵
道
の

列
車
に
取

り
付
け
運

行
さ
れ
ま

し
た
。 近

内
５
地
域
に
は
、
文
化
、
芸
能
の
分
野
で
活

動
さ
れ
る
団
体
の
、
相
互
の
交
流
や
自
主
的

な
活
動
を
進
め
る
た
め
、
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
月
８
日
、
同
文
化
協
会
で
構
成
さ
れ
る
甲
賀
市

文
化
協
会
連
合
会
主
催
の
芸
能
祭
が
、
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
芸
能
祭
は
、
今
年
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
各
協
会
か
ら
３
団
体
ず
つ
15
団
体
が
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
全
域
の
文
化
、
芸
術
が
集

ま
っ
た
と
あ
っ
て
、
多
種
多
様
な
発
表
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
終
始
歓
声
や
拍
手
が
響
き
渡
る
芸
能
祭
と
な

り
ま
し
た
。

市

市内の文化、芸能が集合

～甲賀市文化協会連合会芸能祭～

▲さまざまなジャンルが発表されたステージ

●
立
体　

渡わ
た
な
べ辺　

耕こ
う
ぞ
う造　
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
」

●
書　
　

直な
お
い居　

姫く

み歩　
「
李
勝
原
詩
」

●
平
面　

望も
ち
づ
き月
冨ふ

み

こ

美
子　
「
ま
だ
か
な
あ
…
」

●
工
芸　

今い
ま
む
ら村
喜き

み

こ

美
子　
「
風
声
」

●
写
真　

廣ひ
ろ
た田　

良り
ょ
う
じ二　
「
立
ち
話
」

　

ま
た
、３
月
１
日
に
は
、立
体
部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
自
然
の
素
材
で
作
ろ
う
！
」
を
開
催
、
12
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
立
体
部

門
の
実
行
委
員
の
指
導

の
も
と
、
木
の
枝
な
ど
を

使
っ
て
大
き
な
家
を
作

り
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

は
期
間
中
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

びわこ京阪奈線（仮称）を実現しよう！
　びわこ京阪奈線は、米原から湖東、東近江および甲賀市を経由し、京都南部に至る
鉄道建設構想です。

▲地元食材を使った料理講習で講師を務める福永さん

▲甲南中学校の卒業証書授与式

▲優秀賞に選ばれたヘッドマークを前に杉山さん

▲多くの力作が並んだ展示会場

　自主防災組織が行う防災活動に必要な施設や設備を
整備する「自主防災組織育成助成事業」に、甲南町の
下馬杉区が助成を受けました。
　この事業は、コミュニティの健全な発展と宝くじの
普及広報を目的に、宝くじの収益金の一部を助成され
るものです。
　下馬杉区の自主防災組織は今回の助成により、災害
時に対応できる資機材等を購入され、活動範囲を広げ
ておられます。今後も地域防災力の向上に積極的な活
動が期待されます。

災害に強い地域づくりを
～自主防災組織育成助成事業に甲南町下馬杉区～
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